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学術論文� デザイン理論 88 / 2026

1980 年代以降の花結びの価値創造
橋田正園および田中年子の活動軌跡を中心に

矢　島　由　佳

キーワード
花結び，茶道，手芸，女性の趣味，文化的価値化
Hanamusubi, Handicraft, The way of Tea, Female Hobby,  
Cultural Valorization

はじめに
1．橋田正園による花結びの復元とその展開
2．田中年子による花結びの共有とその展開
3．茶道研究者による花結びの価値の創出
おわりに

はじめに

装飾的紐結び「花結び」は，花や動物などの形に結ばれた紐結びとして，日本では近世以

来，衣服や調度品の装飾，あるいは女性の手遊びなど，多様な場面で用いられ，生活文化の

一部となってきた 1。また，包結研究家の額田巌（1911-1993）が，花結びを茶道や香道で用

いる仕覆の結びとして紹介してきた 2。加えて，花結び愛好家を主な会員とした「日本結び文

化学会」は，ホームページにて花結びを次のように紹介している。

花結び

古代人は結びで所有権の表示や目印・合図として使っていました。

王朝貴族達は，硯箱や鏡などの調度品にはすべて美しい房と花結びで彩られました。

貴族の女性達の一般教養として，和歌，文章，習字，絵画，音楽と並ぶ必須のものでした。

武家社会になると鎧や兜に総角結びや大総角が結ばれました。さらに，能や狂言，いけば

な，香，茶の湯の隆盛と相互して実用と装飾を兼ねた多種多様な 結びが考案されました。

一本の紐が作りあげる四季折々の花結びには，こうした日本の伝統が息づいています 3。

以上にみるように様々に花結びは解釈されてきたが，花結びがどのような文化的意味を担

本稿は，第 67 回意匠学会大会（2025 年 8 月 26 日，京都女子大学）での発表にもとづく。
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い，受容されてきたのかについては，美術史家等によって十分に研究されてきたとは言い難

い。その背景には，日本では，装飾的紐結び「花結び」が，手芸と工芸の両要素を併せもつ

ものでありながら，主に女性によって伝承されてきた「手芸」として一段低く見做され，近

代以降，欧米を中心に形成された芸術研究の枠組みの外に置かれてきたと考える 4。

こうした研究上の空白を踏まえ，本稿は，花結びを華やかな情感を想起させる紐を用いた

装飾的結びと定義した上で，花結びが一定の文化的文脈の中で参照可能な事例に着目し，そ

の意味づけのあり方を検討する。具体的には，花結びの多様な用例の中で，本稿は茶道文化

に着目する。その理由は，茶道文化が，家元制度のもと伝承される文化である一方で，戦後

には，家元制度に取り込まれない周縁文化をも包摂してきた性格も有し，花結びも茶道文化

に取り込まれ，伝承されてきた側面を有するためである。この点についての概観として，茶

道において，江戸時代の写本として伝わる『南方録』（成立年未詳）や『古流結法図』（宝暦

11；1761）および『三斎公御茶書』（天保 6；1835）にみるように，仕覆や茶入れに結ばれ

た「結び図」として花結びは伝承され，それらは，茶の師匠あるいは家元から弟子にのみ伝

えられるべき秘儀として伝授されてきた 5。一方，管見の限り，今日茶道の主流派である三千

家において茶壷や仕覆に中身を封じることを主な目的とする紐結び「封じ結び」は用いられ

ているが，花や動物の形を紐で表現する「花結び」は点前の中で実践されていない。

以上を踏まえた本稿では，花結びの言説およびその文化的価値が複合的に構築されてきた

様相を明らかにすることを試みる。茶道で用いられる結びの文化史を体系的に整理すること

を主題とするものではなく，花結びは，今日の茶道の主要流派の家元制度に包摂されて伝承

されてこなかったものの，茶道と相まった文化として理解されるに至ったその意味づけの経

緯に着眼したい。そのため江戸時代の茶書に基づく結びの復元に関する 1980 年代以降の新

聞報道，復元された結びの展覧会，出版を通じた知識の共有等を検討する。

構成については，まず，橋田正園（1923-1991）による江戸時代の史料に基づく花結びの

復元の実践に着眼し，花結びの価値が史料読解と実践を往還していかに創られたのかを検討

する。次に，橋田によって復元された花結びが弟子の田中年子（1941 年生）によっていかに

拡まり，花結びと茶道を結びつけた言説が流布していったのかについて分析を行う。分析で

は，日本結び文化学会の会報誌およびウェブサイト，展覧会記録，新聞記事，インタビュー 

内容，出版物を主な考察対象とする。なお，人物名の敬称を省くことを最初に断っておく。

1．橋田正園による花結びの復元とその展開

最初に，花結びが今日どのように親しまれているのかを概説しておく。1980 年代以降，カ

ルチャーセンター等で女性が花結びを楽しむようになり，次第に花結びは女性が行う趣味の
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一領域となった。では，花結びが女性の趣味として伝承さ

れていく過程でどのように茶道と結びつけられて受容され

ていったのであろうか。拙稿「1970 年代後半から 1980 年

代にみる花結びの伝承」（2025）で示したとおり，花結びと

茶道が結びつけられて語られた端緒として，雄川丘甫『玉

のあそび』（寛政 13；1801 年序，享和 2；1802 年版）に記

載された結び図を橋田正園が紐で結んで復元した取り組み

が 1980 年 1 月 7 日の朝日新聞（東京版）で取り上げられ，

花結びがその後注目されるに至った 6。記載内容からは，『玉のあそび』（図 1）には，流派の明

記はないが，茶道で用いる約 60 種類の結びの名称と併せて，茶入袋に結ばれた結図の完成形

が描かれている。だが，それは簡易的なもので詳細な結び方の説明は付されていない 7。つま

り，実際にそれらを結べるかどうか，橋田が復元するまでは不確かな結びであったといえる。

他方，上記の拙論（2025）で十分に扱えなかった論点として，橋田がいかなる経緯で『玉

のあそび』に出会い，復元に至ったのかという背景が挙げられる。この点について，橋田は

『やさしい飾り結び（NHK 婦人百科）』（1983）において次のように綴っている。

私が結びに関心をもちましたのは，茶道を習い始めた若いころで，金襴のお仕服に付け

られた，古代紫の美しい絹ひもをみたときからです。また，これを結んで，解く，とい

う奥ゆかしい伝統的な作法にも，強く心を打たれました。そこからは，どこにいっても，

変わった結びに目をとめ，何か資料はないかと探すことが習慣となりました。20 年前に，

『玉のあそび』という，寛政年間（1789〜1801 年）に出版された書が手に入り，収蔵さ

れている約 60 種類の結び方を解明していくうちに，1 本の短いひもがこれほどに変化し，

物の姿を表現できる不思議さに驚き，次第に，結ぶことに神秘的なものを感じるように

なりました 8。

つまり，復元の契機は，1983 年から 20 年遡る 1963 年に橋田が『玉のあそび』に記され

た約 60 種類の結び方に出会ったことにあった。では，その経緯はいかなるものだったのか。

その詳細を明らかにするため，筆者は橋田の弟子である田中に対し，2025 年 7 月 8 日および

7 月 30 日にインタビューを行った 9。そこで語られた内容は次のようにまとめられる。

・�昔は今と異なり，茶道修行では師匠の指示に従うことが絶対であり，師匠から古くなった

仕覆の縫い直しを命じられた橋田は，必死に自ら仕覆を解いて，縫い方を学び，新たな仕

覆を仕立てる術を身につけた。

図 1　�雄川丘甫著，雄川丘徳画『玉のあ
そび』（出版者不明，1802）奈良
女子大学学術情報センター所蔵
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・�橋田の仕覆の誂え直しは評判を呼び，橋田の師匠を通じて石州流 10 の他の師匠からも依頼

が寄せられるようになったが，材料は支給されても労賃はなく，無償で奉仕していた。そ

のような折，三上梅園師匠から「自分の手元に置いていても活用されないのでこの本を役

立ててほしい」と託されたのが『玉のあそび』であった。

・�『玉のあそび』との出会いを契機に，橋田は茶道で用いる仕覆の飾り結びの復元に取り組むよ

うになり，田中が茶道を学び始めたのは，橋田が結びの復元へと力点を移す移行期であった。

ここで語られた内容と前述の橋田の回想記を併せると，橋田は茶道修行の過程で，仕覆の

長緒結びに関心を深め，1963 年に『玉のあそび』に出会ったことで，茶道の研鑽よりも『玉

のあそび』に記された結びの復元に本格的に取り組むようになったことが明らかになった。

では，復元された結びは，いかにして世に拡まったのであろうか。2025 年 7 月 8 日および

7 月 30 日に田中に実施したインタビューで語られた内容および『む

すび ― 創立二十周年記念誌 ― 』（2012）に掲載された田中の回想

によると，橋田は『玉のあそび』の復元をもとに小冊子を作成し，1965

年に 1000 部印刷した（図 2）。そのうち，石州流の家元経由で 300 部

が売れ，残部は当時京都タワーの近くにあった丸物百貨店の茶道具売

り場で販売された。この冊子を，京都に出張中の額田巌が入手し，橋

田に手紙を送ったことが契機となり交流が始まった。その後，実際に

額田夫妻と交流を深めたのは，田中であった。このような関係のもと，

後に日本結び学会の創設が額田の提案で実現するに至った 11。

2．田中年子による花結び文化の共有とその展開

額田が著作物や人的交流を通じて花結びの価値創造に寄与してきたことは明らかであるが，

花結びの文化史に特化した額田による書籍は刊行されていない。そこで，出版物を通じて花

結びの文化的価値がどのように構築されてきたのかをみていきたい。具体的には，橋田，田

中，そして両氏のいずれかの系譜に位置付けられる著者による出版物にみる記述内容を手掛

かりに，花結びに関する言説の構築過程を分析していく 12。花結びに関する当該書籍は，1976

年以降，約 20 冊出版されている（表 1）。これらの書籍に共通して見られる特徴は，写真や

図解を用いて結び方を解説することを主な目的としている点にあるが，同時に，花結びの文

化的位置付けについては，茶道と関連づけて述べられることが多いという傾向が認められる。

それは，敗戦による価値の揺らぎを背景として，高度経済成長期において茶道が女性を中心

とした日本文化の伝承を担う場として再編されたことと関係していると推察される 13。とりわ

け 1980 年代は茶道を嗜む女性を対象とした，華道，着付け，料理，美術，伝統文化等，多

図 2　�橋田正園『長緒の飾
り紐写真集』（1965）
田中年子所蔵
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様な教養形成の機会が増加した時期でもあった 14。そのような中，女性は茶道の点前で扱う仕

覆の紐結びとして花結びにも関心を寄せるようになった可能性がある。

次に，（表 1）にみる書籍内容を確認すると，香道で用いる結びについての写真入りでの記

述は，『はな結び入門』（1980）15，永井百合子『花結び：美しい紐あそび』（1997）の 2 冊のみ

に認められる。一方，茶道で用いられる装飾的紐結びについて写真入りで紹介されている書

籍は，計 11 冊あり，そのうち 4 冊が田中年子による書籍である。

これらの田中の書籍で花結びと茶道の関係はどのように記されているのであろうか。まず，

田中年子『花むすび』（1993）には，以下のような記述が確認できる。

仕
し

服
ふく

結び

茶道は戦国武将の教養と攻略の一つになっていました。茶道役は主君の毒殺を防ぐため

に，茶入袋の紐結びを自分だけが知っている秘密の封じ結びにする必要がありました。た

とえ結びを解いて毒を混入したとしても，もと通りに結ぶ事が出来なかったら，その目

的は果たせません。つまり結びが鍵の役目をしていたからです。

世の中が平和になり，茶道が民間のものになると，封じ結びの必要性はなくなり，茶入

袋の結びは装飾化され，また遊びの要素が強くなってきました 16。（下線は筆者による）

加えて，田中年子『花結びと袋もの（（NHK おしゃれ工房）』（2004）には，次のような記

述が見られる。

乱世のころ，時の将軍は常に反対勢力から生命を脅かされ，飲食物に一服盛られるなど

の事態もたびたびあったのでしょう。お茶も飲み物ですから，茶道役は異物の混入を防

ぐために，自分だけが知る秘密の封じ結びを編み出しました。たとえ，異物を入れよう

と結び目をほどいても，元どおりに結ばないとその目的は達成できません。つまり，結

表 1　花結びに関する書籍一覧（筆者作成）
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びが鍵の役目を果たしていたのです。習得も伝授することもできない幻の結びといわれ

ましたが，世の中が平和になり，茶の湯が一般に普及すると，封じ結びの役割は終わり

ました。仕服（茶入れ袋）の結びは実用性や秘伝性が薄れ，少しずつ装飾化されて遊び

の要素が強くなっていきました 17。（下線は筆者による）

このような封じ結びが茶道において用いられ，毒殺を防ぐことを目的として「鍵」の役割

を果たしてきたとする記述は，上記 2 冊に加えて『花結びのアクセサリー（NHK おしゃれ

工房）』（2002），『くらしを楽しむ四季の花結び』（2005）にも程度の差はあれど，確認でき

る。説明の典拠については，橋田から聞き覚えたものであることが，2025 年 8 月 29 日付イ

ンタビューから判明している。それは，橋田正園『やさしい飾り結び（NHK 婦人百科）』

（1983）にみる次の記述内容の類に即したものだと考えられる。

茶道が盛んであった戦国乱世になると，権力者の飲み物，食べ物に一服盛り，権力者を

暗殺する事件が発生しました。そのため，高い身分の人に仕える茶道役は，自分がした

くした茶入れに毒物が投入されては一大事と，茶入れを袋に入れ，長
なが

緒
お

をかけて，「封印

結」をし，主君を災いから守護する心遣いをしていました。封印結びは茶道役一人の心

覚えとし，その技法はだれにも伝えられませんでした。「小壺袋に入れ，封付事あり御成

の時，茶道役の仕る事也」と茶道秘伝書（『和泉草』1687 年）に記載されています 18。

ここで橋田は，『和泉草』（貞享 4；1687）を典拠に茶道役が毒殺防止のために封じ結びを

茶入れの入った袋に施していたと断定している。だが，この見解については，慎重を要する。

同書に記されているのは，茶入れ袋の開封を防ぐための封印，すなわち鍵の役割を果たすも

のとして結びが用いられていたという点にとどまり，毒殺防止を目的としていたとは明記さ

れていない 19。したがって，封じ結びの目的を毒殺防止とする解釈には一定の蓋然性が認めら

れるものの，それを事実とみなすことは拡大解釈に当たる可能性があると指摘できる。

以上により，橋田および田中が刊行した花結びに関する書籍が提示してきた歴史像は，実

証的根拠と解釈的物語が混在しながら構築されたものでもあったといえよう。

次に，花結びが裏千家を通じて茶道を嗜む人たちに受容されていった側面を裏千家宗家直

轄会員組織「淡交会」の機関誌に着眼の上，考察していく。機関誌は，修道期間 3 年以上の

上級者である淡交会会員に向けたもので 20，『淡交タイムス（1〜5 月，7 月〜11 月）』と『裏

千家グラフ（6・12 月）』で構成される 21。このうち，『裏千家グラフ』で，2013 年 6 月号以降，

各号ごとに一つの「花結び」または「仕覆の結び」が取り上げられ，2025 年 12 月号まで，計
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25 回の掲載が確認できる（表 2）。

掲載内容の変遷をみると，2013 年 6 月から 2019 年 12 月までは，巻頭表紙裏に植物意匠

の説明と仕覆の結びの写真，結び方の簡易な説明文が掲載されていた。結びの図解が付され

るようになったのは，2020 年 6 月号であり，それ以降，動物意匠の結びや「封じ結び」が新

たに取り上げられるようになった。さらに 2025 年 6 月号では，初回 2013 年 6 月に掲載され

た「花結び［藤］」が「仕覆の結び［藤］」として図解が付されて改めて掲載されている（図 3）。

同様に，2025 年 12 月号にも 2013 年 12 月号に掲載された「花結び［梅］」が「仕覆の結び

［梅］」として図解が付されて改めて掲載されている。

これら一連の『裏千家グラフ』への掲載記事には，協力者として「田中年子」と記されて

いる。掲載内容に同氏がどのように関わってきたのかという点については，2025 年 7 月 30

日および 8 月 29 日に田中にインタビューを実施した。その結果，「連載が始まった経緯につ

いては失念している。掲載前の取材については，事前に結び図および京都書院から出版した

『花むすび』（1993）に掲載のポジフィルムを提供している。田中の監修のもと，結びの特徴

表 2　「花結び」および「仕覆の結び」に関する『裏千家グラフ』掲載内容一覧（筆者作成）

図 3　「仕覆の結び［藤］」（右から表紙，表紙裏，解説）『裏千家グラフ』2025 年 6月号
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や手順を紹介する記事が機関誌担当者により作成されている」ということが判明した。

以上を踏まえると，花結びは裏千家の機関誌を通じて受容され，茶道の文脈に花結びを位

置付けながら文化的価値が形成されてきた側面があることが示されたといえよう 22。

3．茶道研究者による花結びの価値の創出

花結びの価値は，「日本結び文化の会」および「日本結び文化学

会」に関わってきた茶道研究者らによっても形成されてきた 23。茶

道と花結びとの関係は，1996 年 5 月に「日本結び文化の会」初代

会長の井筒雅風（1917–1996）が逝去したことを受け，1997 年に

著名な茶道研究者である熊倉功夫（1943 生）が会長職を引き継い

だことにより，深まっていった側面があると考える 24。同氏の会長

就任の縁を取りもったのは，2000 年に同会副会長に就任した茶道

および華道に詳しい武内範男（1947 年生）であった 25。武内と花結

びとの関わりは，1981 年 3 月 14 日から 4 月 14 日にかけて思文

閣美術館で開催された「ひもが織りなす伝統の美　飾り結び展」

を学芸員として企画したことに遡る（図 4）26。展覧会の開催経緯については，1980 年 1 月 5

日（大阪版）の朝日新聞に掲載された，橋田正園による『玉のあそび』にみる結びの復元に

関する記事を見た武内が，橋田に連絡し，展覧会が実現に至ったと武内は回想する 27。同展は，

極秘として伝えられてきた茶道で用いる飾り結びを橋田が江戸時代の資料から復元し，美術

館で初めて展示したものである 28。

展示内容については，1981 年 3 月 24 日付の朝日新聞（京都）が，伊勢貞丈（1718-1784）

が記した『包結記』のうち「結記」（成立年未詳）および雄川丘甫（生没年未詳）が記した

『玉のあそび』から橋田が復元した約 100 種類の結びが展示されたことを報じている。その

内訳は，茶人の用いる仕覆結びのほか，刀の下げ緒，祭具や調度品の結びなどであった 29。さ

らに，1981 年 3 月 30 日付の京都新聞は，南方宗啓の著した茶書，

『南方録』の奥義にみる三種極真点前「西
せい

湖
こ

家
いえ

八
や

重
え

羽
は

結び」を橋

田が長年の研究の末に復元に成功したことを主題として取り上げ，

「永い間，幻の結びとして解明されなかった西湖家八重羽結び」

として写真入り記事を掲載した。その内容を要約すると，「多く

の茶人が西湖家八重羽結びの解明に敗れてきたが，橋田は，4，5

年かけてその解明に成功した」というものである。この結びは弟

子の田中にも伝えられている（図 5）。また，以上 2 紙の新聞記事

図4　�思文閣美術館展覧会案内
葉書，上段 :裏面，下段：
表面（株式会社思文閣提供）

図 5　�田中年子による「西湖家
八重羽結び」（2025 年 7
月30日付筆者撮影，参考
資料）
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に記載はないが，その展示には，田中による壁掛けの作品も含ま

れていたことが，筆者が 2025 年 8 月 29 日に田中に対して実施し

たインタビューで判明した。

その後，武内が畠山記念館（現：荏原畠山美術館）の学芸員に

着任すると，花結びに関する展示が再び企画された。1999 年 1 月

8 日から 3 月 7 日にかけて同館の冬季展「寒のころ ― 茶道具取

り合わせ ― 」が開催され，その併設展示として「茶の湯の飾り

結び」が展示された。同展では，茶人の用いる仕覆の飾り結びや

西湖家八重羽結びに加え，訶
か

梨
り

勒
ろく

（図 6）や茱
ぐ

萸
み

袋
ぶくろ

（図 7）と

いった年中行事に関わる結びも展示された 30。また，展示目録の裏

面に掲載された紹介文には，茶人が用いる結びについて次のよう

に紹介されている。

…武家社会では鎧，兜，刀剣など武具を飾る結びが発達しま

した。室町時代には能装束　や能面の紐，香道，花道などの

流行に伴って，様々な紐の結びが創られました。続く戦国時

代になると，武将の茶道役は茶入れや釜に毒物をもられぬよ

う「封印結び」が考案され，主君を守るよう努めました。封

印結びは己一人だけの心覚えとし，その技法は口伝さえされませんでした。

平和な江戸時代に入ると，結びは黄金期をむかえ，水引の結びや手拭いの結びなど多種

多様な結びが生まれました。茶道における結びにも遊びの要素が強くなり，仕覆の結び

を中心に梅や菊，とんぼなど色々な形を表現するものになりました 31。

つまり，展示目録裏面に掲載された紹介文には，前述した茶道における封じ結びが毒物混

入を防ぐための「鍵」として機能したという内容が記されており，当該言説が鑑賞者に共有

されていったことがわかる。別の言い方をすると，畠山記念館という茶の湯に特化した美術

館での展示を通じて，「茶道で用いる結びが毒殺防止のための封印として用いられてきた」と

いう言説が広まった側面があると指摘できる。

また，2004 年 12 月 4 日から 12 月 5 日にかけて再び畠山記念館にて「田中年子花結び展」

が開催された。同展は，田中が日本放送出版協会より『花結びと袋物（NHK おしゃれ工房）』

（2004）を刊行したことを契機に花結びについての理解を人々に深めてもらうことを目的に

開催されたものであった。展示では，華道家でもある武内が生けた花と田中による花結びを

図 6　�田中年子による訶梨勒
（2025年7月30日付筆者
撮影，参考資料）

図 7　�田中年子による茱萸袋
（2025年7月30日付筆者
撮影，参考資料）
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併せて玄関，廊下，茶室において鑑賞することができた 32。

以上の検討から，武内が学芸員として江戸時代の伝書をもとに復元された茶道で用いる飾

り結びを美術館で継続的に展示してきたことは，結びに歴史的価値を付与し，さらに毒物混

入を防ぐための「鍵」として機能したという言説を権威づけ，同言説が茶道愛好家等に広ま

る契機となった。また，新聞報道を通じても，同言説が流布したことが明らかになった。

続いて，日本結び文化学会における活動を通じて熊倉が茶道と花結びとの結びつきをいか

に深化させていったのかをみていく。熊倉の「日本結び文化の会」会長就任は 1997 年に田

中からの依頼を受けたもので，就任後 2001 年に同会は「日本結び文化学会」に名称変更し

ている 33。会長就任の背景には田中と熊倉の長年の交流があったことがある 34。田中は『むす

び ― 創立二十周年記念誌 ― 』（2012）で熊倉との出会いの経緯を次のように綴っている。

昭和五十五年，朝日新聞で先生と私の事が紹介されました。その年の八月には NHK 婦

人百科に出演，放映の翌日には東京にある主婦の友社手芸センターから教えに来て下さ

いとの連絡が入り，続いて関西方面でも NHK 文化センター，朝日カルチャーセンター

から講習の依頼が続きました。翌五十六年には思文閣美術館から展示の依頼があり，そ

の時の担当学芸員が武内範男氏（副会長）です。不思議なご縁です。武内氏から茶の湯

研究会への入会をすすめられ，勉強会に参加させていただくことになりました。その会

のリーダーが，筒井紘一先生（裏千家），熊倉功夫先生（会長），名和修先生（陽明文庫）

と，本当にいい出会いをさせていただきました 35。

このように，武内との出会いを契機に，田中は著名な茶道研究者と知遇を得るに至ったの

である。また，熊倉は，会長就任後に初めて発行された 1997 年 2 月 20 日付の会報誌におい

て，茶器の仕覆や壺飾りの結び，さらに『南方録』に記されている「八重羽式の結び」（図 8

参照）に言及したほか，彦根城博物館所蔵の井伊直弼ゆかりの茶壷の口覆い紐結びなどを紹

介している。同誌においては，茶の湯が結びと関係が深いことが示されるとともに，結びの

文化を茶の湯にとどめず，儀礼文化としての結びなど，より広い視野から捉えていきたい，と

いう就任の抱負を述べている 36。また，翌 1998 年 4 月 28 日開催の総会は，彦根城博物館で開

催され，会員は，井伊直弼に関連した前述の茶壷の口覆いの紐結びや武具の結びの実見の機

会を得ている 37。このような活動からも，会員は，花結びをより一層茶道と結びつけて理解す

る契機を得たと考えられる。

他方で，熊倉は花結びと茶道の関係性について対外的に発信も行った。1999 年 9 月 22 日

から 9 月 25 日にかけて国立歴史博物館（台北）で開催された「第 8 回東亜三国結芸展」は，
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会長就任後初の国際展である。同展図録に「ご挨拶」として，当時国立民族学博物館教授で

もあった熊倉は次のような日本語の文章を寄せ，その挨拶文は中国語訳と併記されている。

…東洋では，ことに結びの美を追求した，見事な飾りの文化が発達しています。宗教的

な飾り，祭礼の飾り，あるいは装身具や生活のなかの結び飾りが生まれました。ことに

日本では，茶道と結びついた飾りの結びが数多くあります。

喫茶の習慣はアジアにはじまり，東洋の生活文化に欠かせぬ清雅の文化であることはい

うまでもありません。日本では 13 世紀に中国宋代の茶の製法，用法が伝わって，やが

て茶道という独特の文化を形成しました。茶道のための独特の建物，庭，道具，作法な

どが考案され，日本文化の中心の一つとなったのです。茶道では用いる茶碗や茶入など

を美しい袋に入れ，その口を締めるときに，いろいろな紐の結び方を使います。解きや

すく結びやすいという実用性と，客の目の前に置かれたとき，袋と紐とのバランスのな

かに美しさをみせるという藝術性とを兼ねた結びの文化です 38。…（下線は筆者による）

ここでは，日本において茶道と結びの結びつきが深いと述べている。事実，今日も茶壺飾

や仕覆に結ぶ長緒結びは用いられているが，現在の主流な茶道の流派では花結びは点前で用

いられていない。なお，同図録には，出展作品として田中年子による茶道で用いる仕覆の飾

り結びの作品が収められているが，他の日本人参加者による茶道に関連した作品は含まれて

いない 39。これは，開催前日 1999 年 9 月 21 日に台湾中部で発生した「921 大地震」により，

日本から台湾行きの航空便が運休となったためである 40。その結果，事前に訪台していた栗田

副会長による縄結び作品のみが展示され，他の日本人参加者は訪台を断念し，図録掲載作品

の実物展示は実現しなかった 41。したがって，作品展示ではなく，国立歴史博物館が刊行した

図録にみる熊倉の挨拶文を通じて，台湾において茶道で用いる飾り結びが日本の結び文化の

中で重要であることが発信されたと解釈し得る。

おわりに

本稿は，1960 年代後半以降に再興された装飾的紐結び「花結び」が，手芸的創作や装飾的

技法としてではなく，いかなる経緯で茶道の文脈に取り込まれながら，その文化的価値が形

成されていったのかを，主に橋田正園および田中年子の活動軌跡追って検討した。その結果，

橋田による江戸時代の茶書に記された記述に基づいた結びの復元が，史料解釈と実践を往還

するなかで成立した創造的行為であり，過去の技法をそのまま再現するものではなかったこ

とが明らかとなった。また，その成果は，新聞報道，美術館展示，出版などを通じて社会的
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に可視化され，田中によるカルチャーセンターでの花結びの教授，出版活動，美術館での作

品展示，日本結び文化学会での活動を通じて共有された。その結果，花結びは茶道文化史の

文脈において参照可能な存在として位置付けられていった。その過程で，橋田による茶道の

仕覆に用いる結びの解釈，すなわち「茶道では結びが毒殺を防ぐことを目的として用いられ

ていた」という理解は，史料の限定的記述に基づきつつも，出版物や展示等を通じて反復的

に提示されることで，言説として構築され，流通してきたことが示された。

さらに，2013 年以降の『裏千家グラフ』における「花結び」および「仕覆の結び」に関す

る連載は，花結びが家元制度や免許制度に正式に組み込まれたことを意味するものではない

ものの，茶道文化を更新し続ける裏千家の媒体において継続的に参照されているという点で

重要である。この事実は，花結びが茶道文化に包摂され得る価値を有するものとして認識さ

れ，その価値が現在進行形で裏千家に緩やかに受容されている状況を示すものといえよう。加

えて，本論では，熊倉功夫による論考を参照し，花結びが茶道と結びついて理解できること

が茶道研究者により言説化されてきた側面があることも指摘した。

以上を踏まえると，1980 年代以降，主に女性に愛好されてきた花結びは，手芸の一分野と

して継承されると同時に，茶道具に付随する造形美の一形態として評価されるという二重の

位置づけを獲得してきたと結論づけられる。
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Cultural Valorization of Hanamusubi since the 1980s: Institutionalising the 
Practice through the Work of Shōen Hashida and Toshiko Tanaka

YAJIMA, Yoshika 

Hanamusubi, a form of decorative knotting that evokes floral and figurative motifs, has long 

existed on the margins of Japanese cultural history, positioned ambiguously between handicraft 

and art and transmitted largely through women’s practices. This study examines how hanamusubi 

came to be recontextualized within the cultural framework of the tea ceremony from the 1980s 

onward, focusing on the activities of Shōen Hashida (1923-1991) and her disciple Toshiko 

Tanaka (b.1941). By tracing Hashida’s reconstruction of Edo-period knotting techniques based on 

historical tea manuals and illustrated sources, the study reveals how archival interpretation and 

embodied practice interacted to “recreate” a past tradition. It further analyzes how Tanaka 

expanded and disseminated these techniques through publications, exhibitions, and adult 

education programs for female hobbyists. Additionally, the paper examines how tea scholars and 

curators, notably through museum displays and international exhibitions, conferred authority on 

these interpretations and integrated hanamusubi into broader discourses of Japanese cultural 

understanding.

Through an analysis of textual sources, visual materials, interviews, and institutional media, 

this study demonstrates that hanamusubi has been sustained by a dual valuation: as a form of 

women’s handicraft and as an aesthetic cultural creation situated in the context of tea culture. The 

findings illuminate how cultural meaning is constructed through practice, discourse, and 

institutional mediation, offering insights into the gendered dynamics of cultural creation and the 

flexible boundaries of tradition in modern Japan.




